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春
爛
漫
、
入
学
式
に
は
桜
の

開
花
は
あ
た
り
前
の
演
出
、
今

春
は
気
候
に
恵
ま
れ
久
々
に
新

入
学
の
初
々
し
い
子
供
た
ち
と

桜
花
を
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
、
コ
ロ
ナ
や
紛
争

に
よ
り
困
窮
す
る
人
た
ち
を
連

日
の
よ
う
に
見
聞
き
し
、
平
和

で
あ
た
り
前
の
生
活
が
如
何
に

大
切
な
の
か
改
め
て
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
も
新
た
な
議
員

を
迎
え
て
、
新
た
な
考
え
や
意

見
な
ど
を
加
え
、
将
来
に
向
け

耐
え
得
る
市
政
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
の
重
要
性
と
、
議
会

の
責
務
を
改
め
て
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
議
会
だ
よ
り
の
発
行
で

は
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
、

新
た
な
発
見
と
発
想
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
解
り
易
い
よ
り

良
い
広
報
づ
く
り
な
ど
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
あ
ら
ゆ
る
混
乱
が
治

ま
り
、
日
常
の
生
活
が
一
日
も

早
く
戻
り
ま
す
よ
う
に
。（塩

谷
）
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編
集
後
記

議
会
を
傍
聴

　
　  

し
て
み
ま
せ
ん
か

６
月
定
例
会
日
程

　
　
　（
６
日
〜
21
日
）

次
の
定
例
会
の
予
定
は
６
月
で
す
。

市
議
会
を
身
近
に
感
じ
る
良
い
機
会
で
す
。

◇
傍
聴
席
は
定
員
34
人
で
す
。

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、マ
ス
ク
の
着
用
、ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　傍
聴
は
、市
政
に
関
す
る
状
況
や
方
針
、

地
域
の
課
題
な
ど
も
取
り
上
げ
ら
れ
る一般

質
問
が
お
ス
ス
メ
で
す
。

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
議
場
で
の
や
り
と
り
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　地
域
や
職
場
の
グ
ル
ー
プ
で
勉
強
会
は

い
か
が
で
す
か
。授
業
の
一
環
で
の
見
学
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　団
体
で
の
傍
聴
は
、事
前
に
議
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
：
大
田
市
議
会
事
務
局

　（
T
E
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：
０
８
５
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８
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８
１
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７
）

６
日
　
本
会
議（
開
会
・
議
案
上
程
）

９
日
　
本
会
議（
一
般
質
問
）

10
日
　
本
会
議（
一
般
質
問
）

13
日
　
本
会
議（
上
程
議
案
に
対
す
る
質
疑
）

14
日
　
総
務
教
育
委
員
会

15
日
　
民
生
委
員
会

16
日
　
産
業
建
設
委
員
会

21
日
　
本
会
議（
表
決
・
閉
会
）

新広報広聴委員会紹介新広報広聴委員会紹介

●広報広聴委員会が協議する主な事項●

１、 議会広報紙（市議会だよりおおだ）の
 編集・発行
 ～見やすく、伝わる広報紙を目指します～

２、 議会のウェブサイトの編集・発信
 ～スピーディーな情報発信を心がけます～

３、 議会報告会の開催
 ～市民の皆さんと
    　意見交換できるよう取り組みます～
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新
体
制
ス
タ
ー
ト

新
体
制
ス
タ
ー
ト

第
６
期
大
田
市
議
会
議
員
を
紹
介
し
ま
す（
議
席
順
）

第
６
期
大
田
市
議
会
議
員
を
紹
介
し
ま
す（
議
席
順
）

議長・副議長、委員会構成決まる議長・副議長、委員会構成決まる議長・副議長、委員会構成決まる議長・副議長、委員会構成決まる
１番　塩谷裕志 2番　伊藤康浩 3番　柿田賢次

しお  たに  ひろ  し い  とう やす ひろ かき  だ けん  じ

4番　清水　好 5番　宮脇康郎 6番　和田章一郎

7番　亀谷優子 8番　根冝和之 9番　森山幸太

  しみず　　 このむ みやわき やす ろう  わ   だ しょういちろう

かめ たに ゆう  こ  ね   ぎ  かず ゆき もりやま  こう  た

10番　胡摩田弘孝 11番　小川和也 12番　石田洋治

13番　松村信之 14番　河村賢治 15番　月森和弘

16番　石橋秀利 17番　清水　勝 18番　小林　太

ご　 ま　だ　ひろ たか お　がわかず　や いし  だ  よう   じ

まつ むら のぶゆき かわ むら けん　じ つきもり かず ひろ

いし ばしひで とし し みず　   まさる こばやし 　ふとし

【議席の配置について】
議席番号は、在職年数の
少ない方から多い方へ、
かつ年齢順です。なお、
議長は１８番、副議長は
１番です。

議長　小林　太

副議長　塩谷　裕志

　正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
私
ど
も
は
、
四
月
の
臨
時
市
議
会
に
お
い
て
ご
推

挙
い
た
だ
き
、
正
副
議
長
の
要
職
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ

の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
田
市
で
は
、
一
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
経
済
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減

少
や
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。

　
大
田
市
議
会
は
、
議
決
、
監
視
機
関
と
し
て
の
役

割
の
み
な
ら
ず
、
二
元
代
表
の
一
翼
を
担
う
機
関
と

し
て
、
積
極
的
に
政
策
提
言
を
行
う
と
と
も
に
、
開

か
れ
た
議
会
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、
皆
様
の
ご
期

待
に
応
え
る
べ
く
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
大
田
市
発

展
に
全
力
で
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
格
別
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

常
任
委
員
会

議会運営委員会
６名

総務教育
６名

広報広聴委員会
7名

 監査委員（議会選出）
1名

◎小川和也 ○松村信之 　清水　勝 　月森和弘
　河村賢治 　亀谷優子

◎塩谷裕志 ○亀谷優子 　石田洋治 　胡摩田弘孝
　宮脇康郎 　柿田賢次 　伊藤康浩

　石田洋治

◎胡摩田弘孝 ○伊藤康浩 石橋秀利 河村賢治  
　小林　太 　和田章一郎

民　生
６名

◎森山幸太 ○月森和弘 清水　勝 石田洋治
　小川和也 　亀谷優子

産業建設
６名

◎根冝和之 ○松村信之 塩谷裕志 宮脇康郎
　清水　好 　柿田賢次

◎委員長　　○副委員長

4月臨時市議会



2022.5.26 （2）おおだ市議会だより2022.5.26（3） おおだ市議会だより

新
体
制
ス
タ
ー
ト

新
体
制
ス
タ
ー
ト

第
６
期
大
田
市
議
会
議
員
を
紹
介
し
ま
す（
議
席
順
）

第
６
期
大
田
市
議
会
議
員
を
紹
介
し
ま
す（
議
席
順
）

議長・副議長、委員会構成決まる議長・副議長、委員会構成決まる議長・副議長、委員会構成決まる議長・副議長、委員会構成決まる
１番　塩谷裕志 2番　伊藤康浩 3番　柿田賢次

しお  たに  ひろ  し い  とう やす ひろ かき  だ けん  じ

4番　清水　好 5番　宮脇康郎 6番　和田章一郎

7番　亀谷優子 8番　根冝和之 9番　森山幸太

  しみず　　 このむ みやわき やす ろう  わ   だ しょういちろう

かめ たに ゆう  こ  ね   ぎ  かず ゆき もりやま  こう  た

10番　胡摩田弘孝 11番　小川和也 12番　石田洋治

13番　松村信之 14番　河村賢治 15番　月森和弘

16番　石橋秀利 17番　清水　勝 18番　小林　太

ご　 ま　だ　ひろ たか お　がわかず　や いし  だ  よう   じ

まつ むら のぶゆき かわ むら けん　じ つきもり かず ひろ

いし ばしひで とし し みず　   まさる こばやし 　ふとし

【議席の配置について】
議席番号は、在職年数の
少ない方から多い方へ、
かつ年齢順です。なお、
議長は１８番、副議長は
１番です。

議長　小林　太

副議長　塩谷　裕志

　正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
私
ど
も
は
、
四
月
の
臨
時
市
議
会
に
お
い
て
ご
推

挙
い
た
だ
き
、
正
副
議
長
の
要
職
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ

の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
田
市
で
は
、
一
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
経
済
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減

少
や
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。

　
大
田
市
議
会
は
、
議
決
、
監
視
機
関
と
し
て
の
役

割
の
み
な
ら
ず
、
二
元
代
表
の
一
翼
を
担
う
機
関
と

し
て
、
積
極
的
に
政
策
提
言
を
行
う
と
と
も
に
、
開

か
れ
た
議
会
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、
皆
様
の
ご
期

待
に
応
え
る
べ
く
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
大
田
市
発

展
に
全
力
で
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
格
別
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

常
任
委
員
会

議会運営委員会
６名

総務教育
６名

広報広聴委員会
7名

 監査委員（議会選出）
1名

◎小川和也 ○松村信之 　清水　勝 　月森和弘
　河村賢治 　亀谷優子

◎塩谷裕志 ○亀谷優子 　石田洋治 　胡摩田弘孝
　宮脇康郎 　柿田賢次 　伊藤康浩

　石田洋治

◎胡摩田弘孝 ○伊藤康浩 石橋秀利 河村賢治  
　小林　太 　和田章一郎

民　生
６名

◎森山幸太 ○月森和弘 清水　勝 石田洋治
　小川和也 　亀谷優子

産業建設
６名

◎根冝和之 ○松村信之 塩谷裕志 宮脇康郎
　清水　好 　柿田賢次

◎委員長　　○副委員長

4月臨時市議会



2022.5.26 （4）おおだ市議会だより2022.5.26（5） おおだ市議会だより

3月定例市議会
令和4年度

一般会計当初予算
令和4年度

一般会計当初予算 231.7億円231.7億円231.7億円231.7億円 （対前年度比5.0％減）（対前年度比5.0％減）（対前年度比5.0％減）（対前年度比5.0％減）
第２次大田市総合計画　施策体系からピックアップ

令和4年2月28日㈪
　　　　～3月18日㈮

「子どもたちの笑顔があふれ、みんなが夢を抱けるまち‘おおだ’」

の実現に向け、当初予算決まる

大田市駅前周辺
東側土地区画整理事業
【特別会計】 7億8,000万円
大田市の玄関口としてふさわしい個性ある「街づ
くり」の実現を目指す

整備予定地の大田運動公園 野球広場
大田市駅前

現在の市役所本庁舎

高齢者講習施設新規整備事業
２,５００万円

大田自動車学校閉校に伴い、市内で運転免許高齢
者講習が受講できない状況にあるため、新たに講
習施設を整備するための測量設計等を実施

行政手続オンライン化推進事業
１,７５８万円

国の「自治体DX推進計画」において、行政手続の
オンライン化対象とされた子育て・介護関係の26
の手続きについて、マイナポータルでできるよう、
システム整備を行う

庁舎整備事業
７１４万円

耐震性能のない市役所本庁舎について、公共施設
マネジメントの考え方に基づき、今後の庁舎整備に
向けた基本構想・基本計画を策定

賛
成
多
数

大田市中心市街地活性化長期計画に沿って、関係団体と連携し、
イベント開催や空き不動産調査の支援など、賑わい創出のきっか
け作りを行う。

中心市街地活性化
事業 ７０万円

ポストコロナの観光需要回復を見据え、今後の観光のあり方につい
て検討を行い、平成28年度に策定した「新観光振興計画」の改定
を行う。

新観光振興計画
改定事業 633万円

令和5年度から令和8年度の4年間を計画期間とする「第2次大田市
総合計画（後期計画）」を策定する。

総合計画策定
事業 143万円

事務の効率化を推進するため、庶務事務システムの適切な運用
及びRPAの導入促進、内部管理経費の一元管理等を実施する。

事務効率化
推進事業 ５９４万円

公共施設適正化計画の進行管理と公共施設の適正化を市民参画・
対話・合意により実現するため、推進委員会の開催や中学校社会
科授業の実施、ワークショップ開催などの広報啓発活動に取り組
む。

公共施設適正化
推進事業 103万円

今後増加が見込まれる帰国・外国人児童生徒の受け入れ促進のた
め、日本語指導支援員を配置し、日本語と教科の指導、生活指導
等も含めた総合的・多面的な支援を行う。

帰国・外国人児童生徒
等に対する
きめ細かな支援事業

137万円

令和6年1月からのNTT固定電話網のIP化に伴い、現行の通信指令
システムをIP対応型に更新する。

消防通信指令シス
テム更新整備事業 3億3,700万円

国のGIGAスクール構想に基づき、小中学校における情報教育を
推進するため、教職員へのサポート体制を整備するとともに、タブ
レット端末や電子黒板、通信回線等のICT環境の管理を行う。

情報教育推進事業 2,370万円 R4当初予算
特徴的な取り組み

〈多様で活力ある「産業」をつくる〉産業づくり

〈ふるさとを愛する「豊かな心」をつくる〉豊かな心づくり

〈くらしや交流を支える「都市基盤」をつくる〉都市基盤づくり

〈協働・共創により「持続可能なまち」をつくる〉持続可能なまちづくり
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９
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  歳入
　人口減少などの影響により国からの
普通交付税が約4億4,000万円減少す
るなど非常に厳しい状況にありなが
ら、国庫補助などを活用した事業編成
を行うなど、工夫が見られた。
  歳出
　義務的経費を対前年比で約3億
7,000万円削減したことを評価した。
そのほか、臨時財政対策債を除いた市
債の発行額を対前年比で約10億円抑
制したこと、基金の取崩しについても、
中期財政運営方針で想定した範囲内
に収めていることなどから、人口に応
じた予算規模に近づけようとする努力
を感じた。

・まちづくりセンター改修事業、高齢者
講習施設新規整備事業、行政手続オン
ライン化推進事業などは、市民サービス
向上につながるものとして評価した。
・産業振興については、以前より費用対
効果が低いのではと懸念されていたヘ
ルスツーリズム事業予算がなくなった
ことが最大の評価ポイントであった。
・大田市議会決算審査特別委員会からの
意見や指摘を踏まえ、道路維持予算の
確保、情報教育推進事業があったこと
も評価した。
・周知と説明を重ねてきた大田市駅前周
辺東側土地区画整理事業について、特
別会計への繰入金を予算計上したこ
と、また、市役所本庁舎整備についての
基本計画策定について予算計上したこ
とは、高く評価した。

　今、市民の中には、新型コロナウイ
ルス感染症、予期せぬ自然災害など、
命や暮らしが脅かされることに不安が
渦巻いている。市民に希望と安全・安心
を発信することが市政の使命であり、
市民の命と暮らしを守ることを市政の
基軸に据えるべきである。

大田市駅前周辺東側土地区画整理事業

　約56億円にも及ぶ市駅東側の再開
発で、山を削って新たに道路を造る計
画もある。このような社会基盤整備は、
緊急性の高い順に整備が必要である。

行政手続オンライン化推進事業

　市民は、マイナンバーカードによっ
て監視され、市民の個人情報を大企業
などのもうけの種にされかねない。民

間業者が巨大データを利用する目的
でのICT、情報通信技術導入ありきで
はなく、まず個人データ漏えい防止等
の個人情報保護の厳格な運用が先で
はないか。

有害鳥獣（イノシシ等）被害対策事業
の防護柵設置補助事業

　昨年は、4月の早い段階でこの40件
の枠がいっぱいとなり、打切りとなっ
た。しかし、昨年より補助金交付は資
材費の上限が5万円から3万円に下が
り、過去に受けた人は除外となり、予算
も200万円から120万円と80万円も
減額となっている。農業においては、
持続可能な農業経営の実現、耕作放棄
地の解消に向け、価格保障の充実など
再生産を保障する施策を農業政策の
柱に据えるべきだと考える。

根冝　和之 議員
ね  ぎ　 　かずゆき

大西　修　議員
おお にし　   おさむ

賛
成

反
対

令和4年度 一般会計予算討論～要旨
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強
く
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
た
。

【
全
会
一
致
・
原
案
可
決
】　
　

▼
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

  （
第
10
号
）

６
億
７
１
５
９
万
円

《
主
な
内
容
》

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
長
期
化
す
る
中
、住
民
税
非
課
税

世
帯
等
に
対
し
、
一
世
帯
あ
た
り
10
万

円
を
支
給

【
全
会
一
致
・
原
案
可
決
】　
　

▼
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

  （
第
１
号
）

２
億
９
７
１
２
万
円

《
主
な
内
容
》

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
　
　
　
　
　
　
８
７
１
９
万
円

　
12
〜
17
歳
の
３
回
目
追
加
接
種
及

び
４
回
目
接
種
を
実
施

・
誇
れ
る
大
田
産
品
推
進
事
業
　
　

８
８
０
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の

影
響
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る

市
内
飲
食
店
等
の
商
品
開
発
の
支
援

や
市
の
魚「
あ
な
ご
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
な
ど
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る

・
情
報
教
育
推
進
事
業
　
　

２
０
６
９
万
円

　
小
中
学
校
に
お
け
る
I
C
T
環
境

の
整
備

  歳入
　人口減少などの影響により国からの
普通交付税が約4億4,000万円減少す
るなど非常に厳しい状況にありなが
ら、国庫補助などを活用した事業編成
を行うなど、工夫が見られた。
  歳出
　義務的経費を対前年比で約3億
7,000万円削減したことを評価した。
そのほか、臨時財政対策債を除いた市
債の発行額を対前年比で約10億円抑
制したこと、基金の取崩しについても、
中期財政運営方針で想定した範囲内
に収めていることなどから、人口に応
じた予算規模に近づけようとする努力
を感じた。

・まちづくりセンター改修事業、高齢者
講習施設新規整備事業、行政手続オン
ライン化推進事業などは、市民サービス
向上につながるものとして評価した。
・産業振興については、以前より費用対
効果が低いのではと懸念されていたヘ
ルスツーリズム事業予算がなくなった
ことが最大の評価ポイントであった。
・大田市議会決算審査特別委員会からの
意見や指摘を踏まえ、道路維持予算の
確保、情報教育推進事業があったこと
も評価した。
・周知と説明を重ねてきた大田市駅前周
辺東側土地区画整理事業について、特
別会計への繰入金を予算計上したこ
と、また、市役所本庁舎整備についての
基本計画策定について予算計上したこ
とは、高く評価した。

　今、市民の中には、新型コロナウイ
ルス感染症、予期せぬ自然災害など、
命や暮らしが脅かされることに不安が
渦巻いている。市民に希望と安全・安心
を発信することが市政の使命であり、
市民の命と暮らしを守ることを市政の
基軸に据えるべきである。

大田市駅前周辺東側土地区画整理事業

　約56億円にも及ぶ市駅東側の再開
発で、山を削って新たに道路を造る計
画もある。このような社会基盤整備は、
緊急性の高い順に整備が必要である。

行政手続オンライン化推進事業

　市民は、マイナンバーカードによっ
て監視され、市民の個人情報を大企業
などのもうけの種にされかねない。民

間業者が巨大データを利用する目的
でのICT、情報通信技術導入ありきで
はなく、まず個人データ漏えい防止等
の個人情報保護の厳格な運用が先で
はないか。

有害鳥獣（イノシシ等）被害対策事業
の防護柵設置補助事業

　昨年は、4月の早い段階でこの40件
の枠がいっぱいとなり、打切りとなっ
た。しかし、昨年より補助金交付は資
材費の上限が5万円から3万円に下が
り、過去に受けた人は除外となり、予算
も200万円から120万円と80万円も
減額となっている。農業においては、
持続可能な農業経営の実現、耕作放棄
地の解消に向け、価格保障の充実など
再生産を保障する施策を農業政策の
柱に据えるべきだと考える。

根冝　和之 議員
ね  ぎ　 　かずゆき

大西　修　議員
おお にし　   おさむ

賛
成

反
対

令和4年度 一般会計予算討論～要旨
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議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
　対
　等

：

賛
　
　
　成

月
森
和
弘

亀
谷
優
子

根
冝
和
之

和
田
浩
司

三

谷
　
健

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

森
山
明
弘

小
川
和
也

石
田
洋
治

小

林
　
太

河
村
賢
治

林
　
茂

樹

大

西
　
修

塩
谷
裕
志

石
橋
秀
利

清

水
　
勝

松
村
信
之

■市長提出議案
議案第473号　令和3年度大田市一般会計補正予算（第10
号） 可決 14：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠 ―

※定数20名（現員18名）、うち議長（松村信之）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等（反対、継続審査、態度保留等々）
※欠は欠席

◇１月臨時会提出議案等賛否一覧表

議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
　対
　等

：

賛
　
　
　成

月
森
和
弘

亀
谷
優
子

根
冝
和
之

和
田
浩
司

三

谷
　
健

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

森
山
明
弘

小
川
和
也

石
田
洋
治

小

林
　
太

河
村
賢
治

林
　
茂

樹

大

西
　
修

塩
谷
裕
志

石
橋
秀
利

清

水
　
勝

松
村
信
之

■市長提出議案
議案第474号　令和4年度大田市一般会計予算 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―
議案第475号　令和4年度大田市国民健康保険事業特別会
計予算 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第476号　令和4年度大田市国民健康保険診療所事業
特別会計予算 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第477号　令和4年度大田市後期高齢者医療事業特別
会計予算 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第478号　令和4年度大田市介護保険事業特別会計予
算 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第479号　令和4年度大田市生活排水処理事業特別会
計予算 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第480号　令和4年度大田市簡易給水施設事業特別会
計予算 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第481号　令和4年度大田市農業集落排水事業特別会
計予算 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第482号　令和4年度大田市大田市駅周辺土地区画整
理事業特別会計予算 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第483号　令和4年度大田市水道事業会計予算 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第484号　令和4年度大田市下水道事業会計予算 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第485号　令和4年度大田市病院事業会計予算 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―
議案第486号　令和3年度大田市一般会計補正予算（第11
号） 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第487号　令和3年度大田市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第3号） 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第488号　令和3年度大田市国民健康保険診療所事業
特別会計補正予算（第2号） 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第489号　令和3年度大田市後期高齢者医療事業特別
会計補正予算（第2号） 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第490号　令和3年度大田市介護保険事業特別会計補
正予算（第3号） 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第491号　令和3年度大田市生活排水処理事業特別会
計補正予算（第2号） 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第492号　令和3年度大田市大田市駅周辺土地区画整
理事業特別会計補正予算（第1号） 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第493号　令和3年度大田市水道事業会計補正予算（第
4号） 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第494号　令和3年度大田市下水道事業会計補正予算
（第2号） 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第495号　令和3年度大田市病院事業会計補正予算（第
4号） 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第496号　大田市附属機関設置条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第497号　大田市債権管理条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第498号　どがなかな大田ふるさと寄附条例の一部を
改正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

◇３月定例会提出議案等賛否一覧表
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議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
　対
　等

：

賛
　
　
　成

月
森
和
弘

亀
谷
優
子

根
冝
和
之

和
田
浩
司

三
谷

　
健

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

森
山
明
弘

小
川
和
也

石
田
洋
治

小
林
　
太

河
村
賢
治

林
　
茂
樹

大
西
　
修

塩
谷
裕
志

石
橋
秀
利

清
水
　
勝

松
村
信
之

■市長提出議案
議案第499号　大田市まちづくりセンターの設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第500号　大田市個人情報保護条例の一部を改正する
条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第501号　大田市職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第502号　大田市職員の育児休業等に関する条例の一
部を改正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第503号　大田市特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第504号　大田市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例及び大田市家庭
的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例制定について

可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第505号　大田市国民健康保険条例の一部を改正する
条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第506号　大田市消防団員等公務災害補償条例の一部
を改正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第507号　大田市立学校設置に関する条例の一部を改
正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第508号　大田市生活改善センターの設置及び管理に
関する条例を廃止する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第509号　可燃性一般廃棄物処理事務の委託の廃止に
ついて 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第510号　土地改良事業計画について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第511号　土地改良事業計画について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第512号　市道路線の認定及び変更について 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第513号　和解について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

■議員提出議案
議案第514号　大田市議会議員の議員報酬及び費用弁償支
給条例の一部を改正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

意第13号　出産育児一時金の増額を求める意見書の提出
について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

※定数20名（現員18名）、うち議長（松村信之）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等（反対、継続審査、態度保留等々）
※欠は欠席

◇４月臨時会提出議案等賛否一覧表
議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
　対
　等

：

賛
　
　
　成

塩
谷
裕
志

伊
藤
康
浩

柿
田
賢
次

清
水
　
好

宮
脇
康
郎

和
田
章
一
郎

亀
谷
優
子

根
冝
和
之

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

小
川
和
也

石
田
洋
治

松
村
信
之

河
村
賢
治

月
森
和
弘

石
橋
秀
利

清
水
　
勝

小
林
　
太

■議員提出議案
議案第1号　大田市議会委員会条例の一部を改正する条例
制定について 可決 17：0 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第2号　大田市議会会議規則の一部を改正する規則制
定について 可決 17：0 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

■市長提出議案
議案第3号　令和4年度大田市一般会計補正予算（第1号） 可決 17：0 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第4号　令和4年度大田市国民健康保険診療所事業特
別会計補正予算（第1号） 可決 17：0 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第5号　損害賠償の額の決定について 可決 17：0 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第6号　監査委員の選任につき同意を求めることにつ
いて 同意 16：0 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ―

※定数18名、うち議長（小林　太）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等（反対、継続審査、態度保留等々）
※除は除斥（当該議員の一身上または利害関係のある議案のため採決等議事には加わりません）
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2022.5.26 （8）おおだ市議会だより2022.5.26（9） おおだ市議会だより

議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
　対
　等

：

賛
　
　
　成

月
森
和
弘

亀
谷
優
子

根
冝
和
之

和
田
浩
司

三
谷
　
健

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

森
山
明
弘

小
川
和
也

石
田
洋
治

小
林
　
太

河
村
賢
治

林
　
茂
樹

大
西
　
修

塩
谷
裕
志

石
橋
秀
利

清
水
　
勝

松
村
信
之

■市長提出議案
議案第499号　大田市まちづくりセンターの設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第500号　大田市個人情報保護条例の一部を改正する
条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第501号　大田市職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第502号　大田市職員の育児休業等に関する条例の一
部を改正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第503号　大田市特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第504号　大田市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例及び大田市家庭
的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例制定について

可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第505号　大田市国民健康保険条例の一部を改正する
条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第506号　大田市消防団員等公務災害補償条例の一部
を改正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第507号　大田市立学校設置に関する条例の一部を改
正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第508号　大田市生活改善センターの設置及び管理に
関する条例を廃止する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第509号　可燃性一般廃棄物処理事務の委託の廃止に
ついて 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第510号　土地改良事業計画について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第511号　土地改良事業計画について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第512号　市道路線の認定及び変更について 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第513号　和解について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

■議員提出議案
議案第514号　大田市議会議員の議員報酬及び費用弁償支
給条例の一部を改正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

意第13号　出産育児一時金の増額を求める意見書の提出
について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

※定数20名（現員18名）、うち議長（松村信之）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等（反対、継続審査、態度保留等々）
※欠は欠席

◇４月臨時会提出議案等賛否一覧表
議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
　対
　等

：

賛
　
　
　成

塩
谷
裕
志

伊
藤
康
浩

柿
田
賢
次

清
水
　
好

宮
脇
康
郎

和
田
章
一
郎

亀
谷
優
子

根
冝
和
之

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

小
川
和
也

石
田
洋
治

松
村
信
之

河
村
賢
治

月
森
和
弘

石
橋
秀
利

清
水
　
勝

小
林
　
太

■議員提出議案
議案第1号　大田市議会委員会条例の一部を改正する条例
制定について 可決 17：0 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第2号　大田市議会会議規則の一部を改正する規則制
定について 可決 17：0 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

■市長提出議案
議案第3号　令和4年度大田市一般会計補正予算（第1号） 可決 17：0 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第4号　令和4年度大田市国民健康保険診療所事業特
別会計補正予算（第1号） 可決 17：0 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第5号　損害賠償の額の決定について 可決 17：0 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第6号　監査委員の選任につき同意を求めることにつ
いて 同意 16：0 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ―

※定数18名、うち議長（小林　太）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等（反対、継続審査、態度保留等々）
※除は除斥（当該議員の一身上または利害関係のある議案のため採決等議事には加わりません）
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市政のここが聞きたい

2022.5.26 （10）おおだ市議会だより2022.5.26（11）おおだ市議会だより

いっぱん質問
市政に対する一般質問は、3月3日、4日に行われ、7人の議員が執行部の考えを
ただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、その
他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。（内容は、ホー
ムページ（http://www.city.oda.lg.jp/）で閲覧できます。）

被災者を受け入れる
民泊施設の拡充を

避難者を定住に結びつける
取り組みは必要

大田市駅前東側の
区画整理事業

計画を見直す考えは

関係者の意見を聴きながら
令和10年度事業完了を目指す

新型コロナの対応と
影響は

ワクチン接種の機会を設け、
予防対策を継続する

▲静間まちづくりセンターで展示された段ボールでできた静間駅（段ボールクラフト作家　原禎幸さん制作）▲静間まちづくりセンターで展示された段ボールでできた静間駅（段ボールクラフト作家　原禎幸さん制作）

質
問
　
巨
大
地
震
や
津
波
災
害
が
予

想
さ
れ
る
太
平
洋
沿
岸
地
域
で

は
、防
災
対
策
に
加
え
避
難
場
所
確
保

も
重
点
課
題
で
あ
る
。た
だ
予
想
さ
れ

る
被
害
が
余
り
に
も
甚
大
な
た
め
、避
難

よ
り
も
移
住
を
選
択
す
る
被
災
者
も
確

実
に
存
在
す
る
。そ
こ
で
安
心
で
き
る
長

期
の
避
難
場
所
と
し
て
存
在
感
が
拡
が

る
民
泊
施
設
を
大
田
市
で
も
拡
充
さ

せ
、避
難
民
の
受
け
入
れ
と
と
も
に
、移

住
促
進
や
空
き
家
対
策
と
し
て
も
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　
大
田
市
に
お
け
る
大
規
模
災
害

発
生
時
の
避
難
者
受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
、他
県
等
で
大
規
模
災
害
が
発
生

し
、国
の
要
請
と
し
て
避
難
者
を
受
け
入

れ
る
際
に
は
、島
根
県
が
窓
口
と
な
り
県

内
市
町
村
に
振
り
分
け
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　
シ
ー
ム
レ
ス
民
泊
制
度
に
つ
い
て
は
、本

年
度
9
月
に
策
定
さ
れ
た
大
田
市
地
域
防

災
計
画
の
想
定
さ
れ
る
被
害
の
概
要
で
は
、

大
規
模
な
津
波
被
害
は
想
定
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
、現
在
大
田
市
に
お
い
て
多
数
の
民

泊
施
設
の
設
置
が
必
要
な
状
況
で
は
な
い

こ
と
な
ど
、現
時
点
で
は
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、避
難
者
の
方
々
を
定
住

に
結
び
つ
け
る
取
り
組
み
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。民
泊
施

設
を
活
用
し
た
定
住

対
策
に
つ
い
て
は
、あ

く
ま
で
も
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
取
り
組
む
べ
き

手
法
の
一
つ
と
考
え

て
い
る
。

シ
ー
ム
レ
ス
民
泊
制
度
と
は
…

民
泊
を
災
害
時
に
避
難
所
と
し
て
活
用

す
る
こ
と

和
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
公
民
連
携
デ
ス
ク
の
設
置
に
つ
い
て

和
わ

田
だ

　浩
こう

司
じ

 議員
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市政のここが聞きたい

2022.5.26 （10）おおだ市議会だより2022.5.26（11）おおだ市議会だより

いっぱん質問
市政に対する一般質問は、3月3日、4日に行われ、7人の議員が執行部の考えを
ただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、その
他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。（内容は、ホー
ムページ（http://www.city.oda.lg.jp/）で閲覧できます。）

被災者を受け入れる
民泊施設の拡充を

避難者を定住に結びつける
取り組みは必要

大田市駅前東側の
区画整理事業

計画を見直す考えは

関係者の意見を聴きながら
令和10年度事業完了を目指す

新型コロナの対応と
影響は

ワクチン接種の機会を設け、
予防対策を継続する

▲静間まちづくりセンターで展示された段ボールでできた静間駅（段ボールクラフト作家　原禎幸さん制作）▲静間まちづくりセンターで展示された段ボールでできた静間駅（段ボールクラフト作家　原禎幸さん制作）

質
問
　
商
業
と
居
住
環
境
を
創
出
す

る
と
い
う
目
的
で『
大
田
市
駅

前
東
側
区
画
整
理
事
業（
想
定
さ
れ
る

事
業
費
と
し
て
約
42
億
円
）』が
着
手
さ

れ
る
予
定
で
、県
道
整
備
を
合
わ
せ
る
と

約
56
億
円
に
の
ぼ
る
大
き
な
事
業
で
あ

る
。

　
市
民
か
ら
は
人
口
減
少
が
続
く
中

「
こ
れ
だ
け
の
巨
額
な
公
共
投
資
の
必

要
が
あ
る
の
か
。」「
も
っ
と
コ
ロ
ナ
対
策

に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。」な
ど
の
声
が

出
て
い
る
。

　
今
一
度
、立
ち
止
ま
っ
て
計
画
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、所
見
を

伺
う
。

答
弁
　
駅
前
の
西
側
区
画
整
理
事
業

は
、平
成
18
年
に
完
了
し
、そ
の

後
、地
域
住
民・関
係
機
関・関
係
団
体
な
ど

と
検
討
を
積
み
重
ね
、駅
前
の
宅
地
の
利
便

性
、賑
わ
い
の
創
出
を
目
的
に
、駅
前
東
側

約
5.4
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
区
画
整
理
事
業
で
整

備
す
る
こ
と
を
昨
年
４
月
に
都
市
計
画
決

定
し
、本
年
１
月
に
は
県
か
ら
事
業
認
可
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
31
年
度
策
定
し
た「
大
田
市
立
地

適
正
化
計
画
」で
市
街
地
の
重
点
的
な
改
善

の
必
要
性
か
ら
、駅
前
周
辺
を
生
活
サ
ー
ビ

ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
的
な
確
保
の
た

め
の
居
住
誘
導
区
域
と
医
療
福
祉・商
業
な

ど
の
機
能
集
約
の
た
め
の「
都
市
機
能
誘
導

区
域
」に
指
定
し
そ
の
核
と
し
て
、こ
の
区

画
整
理
事
業
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
当
初
計
画
か
ら
長
年
経
過
す
る
中
、区
域

内
の
関
係
者
か
ら
は
早
期
の
整
備
を
切
望

さ
れ
て
お
り
、関
係
す
る
皆
様
の
意
見
を
聴

き
な
が
ら
、令
和
10
年
度
の
事
業
完
了
に
向

け
進
め
て
い
く
。

亀
谷
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

・
障
害
福
祉
に
つ
い
て

亀
かめ

谷
たに

　優
ゆう

子
こ

 議員

質
問
　
国
内
感
染
は
、在
日
米
軍
基

地
が
発
生
源
で
爆
発
的
に
拡
大

し
、国
内
で
5
1
5
万
人
超
え
、重
症
者

も
急
増
、大
田
市
に
お
い
て
も
最
多
の

2
0
0
人
超
の
感
染
者
が
生
じ
た
。政
府

の
感
染
対
策
は
、原
則
入
院・受
診・検
査

か
ら
、自
宅
療
養
へ
の
変
更
が
あ
っ
た
が
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
3
回
目
接
種
の
前
倒
し
や
、11
歳
未

満
の
接
種
と
健
康
被
害
対
策

②
濃
厚
接
触
者
へ
の
待
機
期
間
の
短
縮

と
自
宅
療
養
の
実
態

③
無
料
化
さ
れ
た
P
C
R
検
査
と
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
の
現
況

④
公
表
さ
れ
た
医
療
機
関
の
病
床
確
保

数
と
使
用
率

⑤
学
校
現
場
や
児
童
福
祉
施
設
で
の
感

染
実
態
と
予
防
策

答
弁
①
2
回
目
接
種
か
ら
原
則
8
ヶ
月

以
上
経
過
し
た
方
に
行
う
と
し
て

い
た
が
、国
の
指
示
に
基
づ
き
前
倒
し
接
種

に
努
め
て
い
る
。5
歳
か
ら
11
歳
へ
の
接
種

は
、3
月
中
旬
か
ら
の
予
定
で
、安
全
性
に
重

大
な
懸
念
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

②
令
和
4
年
1
月
28
日
か
ら
7
日
間
に
短
縮

さ
れ
た
。待
機
期
間
は
保
健
所
で
決
定
さ
れ
、

健
康
観
察
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

③
県
で
は
、令
和
4
年
1
月
13
日
よ
り

「
P
C
R
等
検
査
無
料
化
事
業
」を
実
施
し

て
お
り
、1
月
末
ま
で
に
7
6
2
人
が
検
査

を
受
け
て
い
る
。抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
は
確

実
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。

④
令
和
4
年
3
月
1
日
現
在
、県
の
確
保
病

床
数
は
3
6
8
床
で
、使
用
率
は
24・7
％
。病

床
利
用
率
等
は
、県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
毎
日

公
表
さ
れ
て
い
る
。

⑤
学
校
関
係
者
に
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場

合
は
、学
校
全
体
の
臨
時
休
業
を
基
本
と
し

て
い
る
。保
育
施
設
に
対
し
、1
月
20
日
か
ら

2
月
20
日
ま
で
登
園
自
粛
を
要
請
し
た
。放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、小
学
校
の
一
斉
休
業

で
も
開
所
し
、児
童
の
受
け
入
れ
を
し
た
。

清
し

水
みず

　 勝
まさる

 議員
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市政のここが聞きたい

2022.5.26 （10）おおだ市議会だより2022.5.26（11）おおだ市議会だより

いっぱん質問
市政に対する一般質問は、3月3日、4日に行われ、7人の議員が執行部の考えを
ただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、その
他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。（内容は、ホー
ムページ（http://www.city.oda.lg.jp/）で閲覧できます。）

被災者を受け入れる
民泊施設の拡充を

避難者を定住に結びつける
取り組みは必要

大田市駅前東側の
区画整理事業

計画を見直す考えは

関係者の意見を聴きながら
令和10年度事業完了を目指す

新型コロナの対応と
影響は

ワクチン接種の機会を設け、
予防対策を継続する

▲静間まちづくりセンターで展示された段ボールでできた静間駅（段ボールクラフト作家　原禎幸さん制作）▲静間まちづくりセンターで展示された段ボールでできた静間駅（段ボールクラフト作家　原禎幸さん制作）

質
問
　
商
業
と
居
住
環
境
を
創
出
す

る
と
い
う
目
的
で『
大
田
市
駅

前
東
側
区
画
整
理
事
業（
想
定
さ
れ
る

事
業
費
と
し
て
約
42
億
円
）』が
着
手
さ

れ
る
予
定
で
、県
道
整
備
を
合
わ
せ
る
と

約
56
億
円
に
の
ぼ
る
大
き
な
事
業
で
あ

る
。

　
市
民
か
ら
は
人
口
減
少
が
続
く
中

「
こ
れ
だ
け
の
巨
額
な
公
共
投
資
の
必

要
が
あ
る
の
か
。」「
も
っ
と
コ
ロ
ナ
対
策

に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。」な
ど
の
声
が

出
て
い
る
。

　
今
一
度
、立
ち
止
ま
っ
て
計
画
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、所
見
を

伺
う
。

答
弁
　
駅
前
の
西
側
区
画
整
理
事
業

は
、平
成
18
年
に
完
了
し
、そ
の

後
、地
域
住
民・関
係
機
関・関
係
団
体
な
ど

と
検
討
を
積
み
重
ね
、駅
前
の
宅
地
の
利
便

性
、賑
わ
い
の
創
出
を
目
的
に
、駅
前
東
側

約
5.4
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
区
画
整
理
事
業
で
整

備
す
る
こ
と
を
昨
年
４
月
に
都
市
計
画
決

定
し
、本
年
１
月
に
は
県
か
ら
事
業
認
可
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
31
年
度
策
定
し
た「
大
田
市
立
地

適
正
化
計
画
」で
市
街
地
の
重
点
的
な
改
善

の
必
要
性
か
ら
、駅
前
周
辺
を
生
活
サ
ー
ビ

ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
的
な
確
保
の
た

め
の
居
住
誘
導
区
域
と
医
療
福
祉・商
業
な

ど
の
機
能
集
約
の
た
め
の「
都
市
機
能
誘
導

区
域
」に
指
定
し
そ
の
核
と
し
て
、こ
の
区

画
整
理
事
業
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
当
初
計
画
か
ら
長
年
経
過
す
る
中
、区
域

内
の
関
係
者
か
ら
は
早
期
の
整
備
を
切
望

さ
れ
て
お
り
、関
係
す
る
皆
様
の
意
見
を
聴

き
な
が
ら
、令
和
10
年
度
の
事
業
完
了
に
向

け
進
め
て
い
く
。

亀
谷
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

・
障
害
福
祉
に
つ
い
て

亀
かめ

谷
たに

　優
ゆう

子
こ

 議員

質
問
　
国
内
感
染
は
、在
日
米
軍
基

地
が
発
生
源
で
爆
発
的
に
拡
大

し
、国
内
で
5
1
5
万
人
超
え
、重
症
者

も
急
増
、大
田
市
に
お
い
て
も
最
多
の

2
0
0
人
超
の
感
染
者
が
生
じ
た
。政
府

の
感
染
対
策
は
、原
則
入
院・受
診・検
査

か
ら
、自
宅
療
養
へ
の
変
更
が
あ
っ
た
が
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
3
回
目
接
種
の
前
倒
し
や
、11
歳
未

満
の
接
種
と
健
康
被
害
対
策

②
濃
厚
接
触
者
へ
の
待
機
期
間
の
短
縮

と
自
宅
療
養
の
実
態

③
無
料
化
さ
れ
た
P
C
R
検
査
と
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
の
現
況

④
公
表
さ
れ
た
医
療
機
関
の
病
床
確
保

数
と
使
用
率

⑤
学
校
現
場
や
児
童
福
祉
施
設
で
の
感

染
実
態
と
予
防
策

答
弁
①
2
回
目
接
種
か
ら
原
則
8
ヶ
月

以
上
経
過
し
た
方
に
行
う
と
し
て

い
た
が
、国
の
指
示
に
基
づ
き
前
倒
し
接
種

に
努
め
て
い
る
。5
歳
か
ら
11
歳
へ
の
接
種

は
、3
月
中
旬
か
ら
の
予
定
で
、安
全
性
に
重

大
な
懸
念
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

②
令
和
4
年
1
月
28
日
か
ら
7
日
間
に
短
縮

さ
れ
た
。待
機
期
間
は
保
健
所
で
決
定
さ
れ
、

健
康
観
察
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

③
県
で
は
、令
和
4
年
1
月
13
日
よ
り

「
P
C
R
等
検
査
無
料
化
事
業
」を
実
施
し

て
お
り
、1
月
末
ま
で
に
7
6
2
人
が
検
査

を
受
け
て
い
る
。抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
は
確

実
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。

④
令
和
4
年
3
月
1
日
現
在
、県
の
確
保
病

床
数
は
3
6
8
床
で
、使
用
率
は
24・7
％
。病

床
利
用
率
等
は
、県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
毎
日

公
表
さ
れ
て
い
る
。

⑤
学
校
関
係
者
に
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場

合
は
、学
校
全
体
の
臨
時
休
業
を
基
本
と
し

て
い
る
。保
育
施
設
に
対
し
、1
月
20
日
か
ら

2
月
20
日
ま
で
登
園
自
粛
を
要
請
し
た
。放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、小
学
校
の
一
斉
休
業

で
も
開
所
し
、児
童
の
受
け
入
れ
を
し
た
。

清
し

水
みず

　 勝
まさる

 議員
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2022.5.26 （12）おおだ市議会だより2022.5.26（13）おおだ市議会だより

デジタル田園都市構想に
係る、行政オンライン化の
取り組みは

「小・中学校の再編」
考え方は

求められる地域防災力の
充実強化
消防団組織のあり方の検討を

国のデジタル化の進捗に合わせ
オンライン化を進める

学校再編の考え方や
方向性は

スピーディーかつ
現実的な議論を行う

消防団は不可欠な存在
組織編成や処遇改善に
取り組む

様々な角度から検討する。

質
問
　
現
在
、政
府
の「
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
」へ
の
取
り

組
み
を
は
じ
め
、社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
流
れ
が
加
速
す
る
中
で
、地
域
の
課
題

解
決
に
資
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
、適
切
か

つ
迅
速
に
推
進
し
、す
べ
て
の
住
民
が
そ

の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
社
会
を
構
築
す

る
時
代
が
到
来
し
て
い
る
。今
後
の
大
田

市
の
デ
ジ
タ
ル
化
構
想
に
つ
い
て
、行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
取
り
組
み

の
所
見
を
伺
う
。

答
弁
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
い
外
出
抑
制
が
求
め
ら

れ
、自
宅
等
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
が
完

了
で
き
る「
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
」に
対
す
る
市
民
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の

効
率
化
に
寄
与
す
る
、子
育
て
、介
護
関
係

の
26
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
令
和
4

年
度
中
に
、住
民
記
録
や
子
育
て
、介
護
、

福
祉
な
ど
17
業
務
を
処
理
す
る
住
民
情
報

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
、共
通
化
に
つ
い
て
は
、

令
和
7
年
度
を
目
標
に
行
う
。

　
秋
田
市
の
事
例
の
よ
う
に
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
を
利
用
し
た
各
種
手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
の
取
り
組
み
は
、市
役
所
窓
口
に

行
か
な
く
て
も
手
続
き
が
行
え
る
よ
う
に

な
り
、利
用
者
の
負
担
軽
減
、事
務
処
理
の

効
率
化
が
可
能
と
な
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
は
、国
の
補
助
金
を
活
用
し
、国
の
シ
ス

テ
ム
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
接
続
に
か
か
る
基
盤

整
備
、既
存
の
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
等
の
改

修
を
進
め
、

市
民
の
利

便
性
の
向

上
に
向
け
、

確
実
な
利

用
開
始
を

目
指
す
。

質
問
　
学
校
統
廃
合
の
目
的
は
コ
ス

ト
削
減
だ
け
で
、教
育
的
効
果

の
根
拠
も
、住
民
に
と
っ
て
安
心
快
適
な

地
域
づ
く
り
と
い
う
視
点
も
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
、少
人
数
学
級
の
良
さ
や

公
共
施
設
の
役
割
の
重
要
性
を
浮
き
彫

り
に
し
た
。学
校
を
含
む
地
域
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
描
く
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。小・中
学
校
の
再
編
と
鳥
井
小
体
育

館
の
雨
漏
り
対
策
の
考
え
方
を
伺
う
。

答
弁
　
本
市
の
学
校
再
編
計
画
に
つ
い

て
は
、令
和
3
年
2
月
に「
学
校
の

あ
り
方
に
関
す
る
実
施
計
画
」を
策
定
し
て

お
り
、小
学
校
は
原
則
再
編
し
な
い
、中
学

校
は
第
三
中
学
校
の
第
一
中
学
校
へ
の
統

合
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。し
か
し
な
が

ら
、策
定
後
に
出
生
数
が
1
7
2
人
と
な

り
、前
年
よ
り
20
人
以
上
減
少
し
た
こ
と
を

受
け「
学
校
再
編
の
考
え
方
」に
つ
い
て
、見

直
す
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。子
ど

も
達
に
と
っ
て
、よ
り
よ
い
環
境
を
ど
の
よ

う
に
整
え
て
い
く
か
を
最
優
先
に
考
え
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
鳥
井
小
学
校
体
育
館
の
雨
漏
り
は
、防
水

シ
ー
ト
及
び
建
物
外
壁
の
劣
化
も
原
因
で

あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。す
で
に
応
急
処
置
を

検
討
し
て
い
る
が
、冬
期
で
あ
る
た
め
屋
根

で
の
作
業
が
困
難
で
あ
り
、春
期
の
実
施
を

予
定
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
雨
漏
り
は
、

市
内
小
中
学

校
の
様
々
な

箇
所
で
発
生

し
て
お
り
、詳

細
な
建
物
調

査
を
行
い
、状

況
を
把
握
す

る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て

い
る
。

大
西
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
拡
充
に
つ
い
て

大
おお

西
にし

　 修
おさむ

 議員

石
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田
だ

　洋
よう

治
じ
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2022.5.26 （12）おおだ市議会だより2022.5.26（13）おおだ市議会だより

デジタル田園都市構想に
係る、行政オンライン化の
取り組みは

「小・中学校の再編」
考え方は

求められる地域防災力の
充実強化
消防団組織のあり方の検討を

国のデジタル化の進捗に合わせ
オンライン化を進める

学校再編の考え方や
方向性は

スピーディーかつ
現実的な議論を行う

消防団は不可欠な存在
組織編成や処遇改善に
取り組む

様々な角度から検討する。

住
民
や
消
防
関
係
機
関
以
外
の
様
々
な
団

体
と
一
体
と
な
っ
て
防
災
に
取
り
組
む
地
域

総
合
力
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、住
民
が
地
域

防
災
の
担
い
手
と
な
る
環
境
基
盤
を
整
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
消
防
団
は
、本
来
の
役
割
は
も
と
よ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核
で
あ
り
、地
域

総
合
力
の
礎
と
な
り
、地
域
の
総
合
的
な
防

災
力
を
高
め
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割

が
期
待
さ
れ
る
。今
後
は
、地
域
の
実
情
に

応
じ
た
出
動
体
制
の
見
直
し
や
効
率
的
な

施
設
の
集
約
な
ど
、組
織
の
編
成
や
施
設
の

配
置
に
つ
い
て
、地
域
ご
と
の
具
体
的
な
計

画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
消
防
団
員
の
報
酬
な
ど
の
処
遇
改
善
は
、

団
員
の
士
気
向
上
や
家
族
の
消
防
団
活
動

へ
の
理
解
を
得
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、報
酬
額
の
引
上
げ
に
向
け
、庁
内
で

協
議
を
重
ね
て
い
る
。国
も
、来
年
度
か
ら

消
防
団
員
の
報
酬
な
ど
に
対
す
る
地
方
財

政
措
置
に
つ
い
て
、見
直
し
の
考
え
を
示
し

て
お
り
、こ
れ
ら
を
踏
ま
え
当
市
で
も
消
防

団
員
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

根
ね

冝
ぎ

　和
かず

之
ゆき

 議員

質
問
　
災
害
の
多
様
化
が
一
層
進
む

こ
と
も
想
定
さ
れ
、地
域
住
民

の
安
全・安
心
の
確
保
の
た
め
に
は
消
防

団
を
中
心
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実

が
重
要
で
あ
る
。

　
人
口
減
少
が
進
む
中
、消
防
団
組
織

の
あ
り
方
か
ら
再
検
討
す
る
時
期
で
は

な
い
か
。消
防
団
と
し
て
求
め
ら
れ
る
役

割
や
機
能
、組
織
編
成
や
配
置
基
準
に
つ

い
て
伺
う
。団
員
確
保
の
観
点
か
ら
も
、

年
間
報
酬
等
の
引
き
上
げ
な
ど
処
遇
改

善
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
国
の
消
防
団
充
実
強
化
法
の
制

定
に
よ
り
、消
防
団
の
充
実
強
化

や
地
域
防
災
力
強
化
の
た
め
、当
市
も
団
員

の
確
保
や
装
備
品
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

き
た
。し
か
し
、過
疎
化
や
高
齢
化
の
進
展

に
よ
り
、多
様
化
す
る
災
害
等
に
は
、地
域

質
問
　
教
育
委
員
会
で
は
、児
童・生

徒
の
個
性
や
適
性
に
応
じ
た
多

様
な
学
び
を
追
求
で
き
る
体
制
や
、望
ま

し
い
教
育
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
の

具
体
的
な
指
針
と
し
て
、「
学
校
の
あ
り

方
に
関
す
る
実
施
計
画
」を
ま
と
め
て
い

る
が
、予
想
を
超
え
る
出
生
数
の
減
少

や
、施
設
の
老
朽
化
等
に
伴
い
、小
中
学

校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、こ
れ
ま
で
に

決
め
た
方
向
性
の
変
更
も
含
め
、早
急
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
所
見

を
伺
う
。

答
弁
　
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、関
係
者

に
よ
る
検
討
委
員
会
で
協
議
を
重

ね
、最
終
的
な
方
針
と
し
て
実
施
計
画
が
定

め
ら
れ
た
。今
年
度
は
、北
三
瓶
、志
学
小・

中
の
関
係
者
と
共
に
義
務
教
育
学
校
の
先

進
地
視
察
及
び
協
議
を
行
い
、ま
た
、第
三

中
学
校
の
保
護
者
、生
徒
、地
域
の
方
々
と

も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。９
月
か
ら
は
、池
田
小
の
川
合
小
へ
の

統
合
に
つ
い
て
も
、こ
の
考
え
方
に
基
づ
い

て
協
議
を
重
ね
、令
和
５
年
度
の
統
合
を
決

定
し
た
。

　
一
方
で
、計
画
見
直
し
に
着
手
す
る
理

由
と
し
て
、①
急
激
な
出
生
数
の
減
少
、

②
校
区
外
就
学
の
増
加
、③
学
校
施
設
の

老
朽
化
、④
教
員
不
足
、⑤
適
正
な
規
模

で
の
学
校

配
置
、が
挙

げ
ら
れ
る
。

学
校
再
編
に

つ
い
て
、ス

ピ
ー
デ
ィ
ー

に
、か
つ
現

実
的
な
議
論

を
し
、計
画

期
間
内
に
そ

の
道
筋
を
つ

け
る
必
要
が

あ
る
と
考
え

る
。

胡
ご

摩
ま

田
だ

弘
ひろ

孝
たか

 議員
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デジタル田園都市構想に
係る、行政オンライン化の
取り組みは

「小・中学校の再編」
考え方は

求められる地域防災力の
充実強化
消防団組織のあり方の検討を

国のデジタル化の進捗に合わせ
オンライン化を進める

学校再編の考え方や
方向性は

スピーディーかつ
現実的な議論を行う

消防団は不可欠な存在
組織編成や処遇改善に
取り組む

様 な々角度から検討する。

住
民
や
消
防
関
係
機
関
以
外
の
様
々
な
団

体
と
一
体
と
な
っ
て
防
災
に
取
り
組
む
地
域

総
合
力
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、住
民
が
地
域

防
災
の
担
い
手
と
な
る
環
境
基
盤
を
整
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
消
防
団
は
、本
来
の
役
割
は
も
と
よ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核
で
あ
り
、地
域

総
合
力
の
礎
と
な
り
、地
域
の
総
合
的
な
防

災
力
を
高
め
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割

が
期
待
さ
れ
る
。今
後
は
、地
域
の
実
情
に

応
じ
た
出
動
体
制
の
見
直
し
や
効
率
的
な

施
設
の
集
約
な
ど
、組
織
の
編
成
や
施
設
の

配
置
に
つ
い
て
、地
域
ご
と
の
具
体
的
な
計

画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
消
防
団
員
の
報
酬
な
ど
の
処
遇
改
善
は
、

団
員
の
士
気
向
上
や
家
族
の
消
防
団
活
動

へ
の
理
解
を
得
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、報
酬
額
の
引
上
げ
に
向
け
、庁
内
で

協
議
を
重
ね
て
い
る
。国
も
、来
年
度
か
ら

消
防
団
員
の
報
酬
な
ど
に
対
す
る
地
方
財

政
措
置
に
つ
い
て
、見
直
し
の
考
え
を
示
し

て
お
り
、こ
れ
ら
を
踏
ま
え
当
市
で
も
消
防

団
員
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

根
ね

冝
ぎ

　和
かず

之
ゆき

 議員

質
問
　
災
害
の
多
様
化
が
一
層
進
む

こ
と
も
想
定
さ
れ
、地
域
住
民

の
安
全・安
心
の
確
保
の
た
め
に
は
消
防

団
を
中
心
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実

が
重
要
で
あ
る
。

　
人
口
減
少
が
進
む
中
、消
防
団
組
織

の
あ
り
方
か
ら
再
検
討
す
る
時
期
で
は

な
い
か
。消
防
団
と
し
て
求
め
ら
れ
る
役

割
や
機
能
、組
織
編
成
や
配
置
基
準
に
つ

い
て
伺
う
。団
員
確
保
の
観
点
か
ら
も
、

年
間
報
酬
等
の
引
き
上
げ
な
ど
処
遇
改

善
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
国
の
消
防
団
充
実
強
化
法
の
制

定
に
よ
り
、消
防
団
の
充
実
強
化

や
地
域
防
災
力
強
化
の
た
め
、当
市
も
団
員

の
確
保
や
装
備
品
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

き
た
。し
か
し
、過
疎
化
や
高
齢
化
の
進
展

に
よ
り
、多
様
化
す
る
災
害
等
に
は
、地
域

質
問
　
教
育
委
員
会
で
は
、児
童・生

徒
の
個
性
や
適
性
に
応
じ
た
多

様
な
学
び
を
追
求
で
き
る
体
制
や
、望
ま

し
い
教
育
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
の

具
体
的
な
指
針
と
し
て
、「
学
校
の
あ
り

方
に
関
す
る
実
施
計
画
」を
ま
と
め
て
い

る
が
、予
想
を
超
え
る
出
生
数
の
減
少

や
、施
設
の
老
朽
化
等
に
伴
い
、小
中
学

校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、こ
れ
ま
で
に

決
め
た
方
向
性
の
変
更
も
含
め
、早
急
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
所
見

を
伺
う
。

答
弁
　
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、関
係
者

に
よ
る
検
討
委
員
会
で
協
議
を
重

ね
、最
終
的
な
方
針
と
し
て
実
施
計
画
が
定

め
ら
れ
た
。今
年
度
は
、北
三
瓶
、志
学
小・

中
の
関
係
者
と
共
に
義
務
教
育
学
校
の
先

進
地
視
察
及
び
協
議
を
行
い
、ま
た
、第
三

中
学
校
の
保
護
者
、生
徒
、地
域
の
方
々
と

も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。９
月
か
ら
は
、池
田
小
の
川
合
小
へ
の

統
合
に
つ
い
て
も
、こ
の
考
え
方
に
基
づ
い

て
協
議
を
重
ね
、令
和
５
年
度
の
統
合
を
決

定
し
た
。

　
一
方
で
、計
画
見
直
し
に
着
手
す
る
理

由
と
し
て
、①
急
激
な
出
生
数
の
減
少
、

②
校
区
外
就
学
の
増
加
、③
学
校
施
設
の

老
朽
化
、④
教
員
不
足
、⑤
適
正
な
規
模

で
の
学
校

配
置
、が
挙

げ
ら
れ
る
。

学
校
再
編
に

つ
い
て
、ス

ピ
ー
デ
ィ
ー

に
、か
つ
現

実
的
な
議
論

を
し
、計
画

期
間
内
に
そ

の
道
筋
を
つ

け
る
必
要
が

あ
る
と
考
え

る
。

胡
ご

摩
ま

田
だ

弘
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行
財
政
改
革

　特別
委
員
長 

最
終
報
告

議
会
改
革

　特別
委
員
長 

最
終
報
告

　
2
月
1
日
に
特
別
委
員
会
を
開
催
。

市
役
所
本
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

【
説
明
事
項
】

　
新
庁
舎
の
建
設
位
置
は
、「
大
田
市
駅
前

周
辺
東
側
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
」
と
、

「
現
在
の
庁
舎
敷
地
（
敷
地
周
辺
を
含
む
）」

の
2
つ
の
候
補
地
で
庁
舎
整
備
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
市
役
所
本
庁
舎
の
移
転
は
、
市
民
が

利
用
し
や
す
く
、
利
便
性
の
あ
る
と
こ
ろ

が
一
番
大
事
で
あ
る
。
集
合
庁
舎
に
す
る

の
か
、
分
庁
舎
に
す
る
の
か
は
、
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
地
方
自
治
法
上
も
、
事
務
所
の
位
置

は
住
民
の
利
用
に
最
も
便
利
で
あ
る
よ

う
定
め
ら
れ
て
い
る
。
分
庁
舎
に
す
る

の
か
、
集
合
庁
舎
に
す
る
か
は
、
市
民

と
意
見
交
換
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
た

い
。問本

庁
舎
は
、
耐
震
性
の
問
題
か
ら
早

期
に
建
て
替
え
る
必
要
が
あ
る
。
駅
東
側

に
建
設
す
る
場
合
、
ど
の
程
度
の
面
積
が

必
要
に
な
る
の
か
。

答
今
後
ど
う
い
う
建
物
に
す
る
の
か
、

面
積
が
な
け
れ
ば
、
2
階
、
3
階
と
上
に

あ
げ
る
方
法
も
あ
る
。

市
税
収
納
対
策
強
化
方
針
の
策
定
に
つ

い
て

【
説
明
事
項
】

　
大
田
市
の
市
税
収
納
率
は
平
成
28
年
度

以
来
最
下
位
が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
市
税
収
納
対
策

強
化
方
針
を
定
め
た
。
強
化
方
針
は
、

①
徹
底
し
た
財
産
調
査
及
び
差
押
え
の
強

化
。

②
体
制
強
化
と
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
。

③
庁
内
連
携
体
制
の
強
化
。

④
納
税
機
会
の
拡
大
の
4
点
で
あ
る
。

問
生
活
困
窮
者
に
つ
い
て
は
、
他
の
部

署
と
も
関
係
し
て
く
る
の
で
、
連
携
し
た

対
応
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
が
ど
う
か
。

答
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
対
応
に
つ
い

て
は
、
福
祉
部
局
と
の
連
携
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
。
今
後
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
検
討
し
、
地
域
福
祉
課
や
大
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
対
応
し
て

い
き
た
い
。

問
競
売
可
能
な
不
動
産
を
発
見
し
た
場

合
、
積
極
的
に
差
押
え
を
す
る
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。
ま

た
、
不
動
産
は
所
有
し
て
い
る
が
、
所
得

が
な
く
て
支
払
い
が
で
き
な
い
場
合
、
物

納
は
で
き
る
の
か
。

答
不
動
産
の
差
押
え
に
つ
い
て
は
、
土

地
の
場
合
は
、
抵
当
権
等
の
設
定
が
あ
る

か
ど
う
か
を
調
査
し
、
競
売
の
可
能
性
が

あ
る
か
を
調
査
す
る
。
あ
る
場
合
は
、
差

押
え
を
す
る
。
物
納
に
つ
い
て
は
、
地
方

税
法
上
は
不
可
で
あ
る
。

債
権
徴
収
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て

【
説
明
事
項
】

　
第
4
次
大
田
市
行
財
政
改
革
推
進
大
綱

実
施
計
画
に
お
い
て
、
滞
納
整
理
に
つ
い

て
は
、
専
門
的
な
知
識
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
こ
と
か
ら
、
債
権
管
理
の
適
正
化
及

び
効
率
化
を
図
る
た
め
、
債
権
徴
収
の
一

元
化
を
含
む
徴
収
体
制
に
つ
い
て
見
直
し

を
し
、
検
討
を
行
う
と
し
て
い
る
。

問
債
権
徴
収
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
た
デ
ジ
タ
ル
的
な
対

応
を
し
て
い
る
の
か
。

答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
た
対

応
に
つ
い
て
は
現
在
し
て
い
な
い
。
国
の

シ
ス
テ
ム
の
共
通
化
が
令
和
7
年
度
末
を

目
標
に
17
業
務
に
お
い
て
示
さ
れ
て
お

り
、
今
後
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ

た
手
続
き
が
示
さ
れ
れ
ば
、
対
応
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問
徴
収
業
務
の
一
部
移
管
と
あ
る
が
、

ど
こ
の
部
署
が
担
当
す
る
の
か
。

答
同
一
の
滞
納
者
に
対
し
、
重
複
し
て

複
数
の
課
で
担
当
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
、
税
務
課
で
窓
口
を
一
本
化
す
る
な
ど

対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
と
し
て
提

案
、
大
田
市
と
し
て
取
り
組
ん
だ
成
果

①
解
体
工
事
に
お
け
る
最
低
制
限
価
格
の

見
直
し
。

②
報
酬
及
び
謝
金
単
価
の
見
直
し
。

③
軽
公
用
車
の
削
減
。

④
市
税
等
の
収
納
対
策
強
化
。

次
期
特
別
委
員
会
へ
の
申
し
送
り
事
項

①
公
共
施
設
適
正
化
計
画
に
つ
い
て
。

サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
に
つ
い
て
は
、
市

民
、
利
用
団
体
の
意
見
を
聞
き
、
今
後
の

あ
り
方
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
お

お
だ
ふ
れ
あ
い
会
館
に
つ
い
て
は
、
今
後

判
断
基
準
を
定
め
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。

②
市
税
収
入
ほ
か
歳
入
の
確
保
に
つ
い

て
。
ふ
る
さ
と
納
税
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
市

民
会
館
周
辺
に
つ
い
て
は
、
売
却
も
含
め

早
期
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

③
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
。

④
会
計
年
度
任
用
職
員
の
登
用
。

⑤
勤
労
者
の
複
合
的
な
施
設
の
検
討
。

⑥
報
酬
、
謝
金
の
見
直
し
、
公
用
車
の
適

正
化
に
つ
い
て
は
、
評
価
で
き
る
。

石
いし
田
だ
　洋
よう
治
じ
委員長
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行
財
政
改
革

　特別
委
員
長 

最
終
報
告

議
会
改
革

　特別
委
員
長 

最
終
報
告

　
2
月
14
日
に
特
別
委
員
会
を
開
催
。

議
員
定
数
の
調
査
検
討
に
つ
い
て

　
昨
年
3
月
議
会
に
お
い
て
議
員
定
数
を

2
削
減
す
る
条
例
改
正
を
議
員
提
案
に
よ

り
行
っ
た
。

意
見

・
市
民
か
ら
は
16
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た

が
、
議
会
活
動
を
行
う
上
で
18
に
決
ま
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
人

口
の
減
少
率
が
根
拠
に
あ
っ
た
が
、
数
字

だ
け
が
ひ
と
り
歩
き
し
て
ほ
し
く
な
い
。

・
今
回
決
ま
っ
た
議
員
定
数
は
、
妥
当
で

あ
る
と
判
断
す
る
が
、
し
か
る
べ
き
時
期

が
来
た
と
き
、
再
度
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
特
に
若
者
、
女
性
が
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う
枠
を
検
討
す
る
な

ど
、
工
夫
が
で
き
な
い
か
。

・
人
口
減
少
は
今
後
も
進
む
と
思
う
が
、

地
域
住
民
の
声
が
届
く
よ
う
、
議
会
運
営

の
中
身
を
し
っ
か
り
と
議
論
す
べ
き
で
あ

る
。議

員
報
酬
に
つ
い
て

意
見

・
日
本
全
体
で
賃
金
が
上
が
っ
て
い
な
い

中
で
は
、
現
行
の
ま
ま
で
良
い
。

・
コ
ロ
ナ
収
束
後
は
、
引
き
上
げ
る
方
向

で
調
整
す
べ
き
で
あ
る
。

・
な
り
手
不
足
の
解
消
の
た
め
に
も
、
十

分
な
報
酬
を
定
め
、
若
者
が
立
候
補
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

・
委
員
長
、
副
委
員
長
の
役
職
の
責
任
に

応
じ
た
手
当
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

申
し
送
り
事
項

　
市
勢
や
社
会
・
経
済
情
勢
を
考
慮
し
て

の
判
断
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
日

ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
な

い
報
酬
審
議
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
審

議
す
る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、
議
会
と

し
て
も
、
引
き
続
き
検
討
を
続
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

意
見

・
議
員
活
動
が
十
分
に
で
き
る
よ
う
、
限

度
額
の
引
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。

・
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
。

・
執
行
状
況
が
議
員
に
よ
っ
て
、
ま
ち
ま

ち
で
あ
り
、
ま
ず
は
実
態
調
査
が
必
要
で

あ
る
。

　
政
務
活
動
費
は
、
幅
広
く
議
員
と
し
て

の
活
動
に
も
使
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
ず

は
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
勉
強
し
、
対
象
項
目

や
使
い
方
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
を
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
次
期
議
会
に
お
い
て
も
、
引
き
続

き
検
討
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
で
の
開
催

を
本
特
別
委
員
会
か
ら
議
長
及
び
広
報
広

聴
委
員
長
に
依
頼
し
た
結
果
、
本
年
度
は

「
お
で
か
け
ト
ー
ク
」
と
し
て
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
意
見
交
換
の
形
を
と
っ
て
い
た
だ

い
た
。
引
き
続
き
、
実
り
あ
る
会
が
続
く

よ
う
お
願
い
し
た
い
。

若
者
や
女
性
と
の
意
見
交
換
の
機
会

　
昨
年
秋
、
大
田
高
校
の
1
年
生
全
員
を

対
象
に
、
特
別
委
員
会
の
議
員
が
4
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
て
「
出
前
授
業
」
を
行
っ

た
。
生
徒
か
ら
は
、
S
D
G
s
の
観
点
を

踏
ま
え
、
大
田
市
の
現
状
と
未
来
、
ま
ち

づ
く
り
や
大
田
市
の
駅
前
の
こ
と
、
人
口

問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
提
案
が
あ
っ

た
。意見

・
生
徒
に
と
っ
て
大
田
市
を
見
つ
め
て
い

た
だ
く
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

・
若
い
世
代
に
議
会
を
知
っ
て
も
ら
い
、

大
変
良
か
っ
た
。

・
議
会
と
し
て
若
い
世
代
と
交
流
す
る
機

会
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
る
べ
き
だ
と
思

う
。

・
市
政
に
対
し
て
の
ニ
ー
ズ
を
ま
と
め
て

発
表
す
る
こ
と
は
高
校
生
側
と
し
て
も
有

意
義
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　　
議
会
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ

た
が
、
大
田
高
校
の
生
徒
と
の
交
流
が
で

き
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。
今

後
は
、
手
法
に
つ
い
て
工
夫
が
必
要
で
は

あ
る
が
、
学
校
と
協
議
、
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
引
き
続
き
検
討
を
重
ね
て
い
た
だ

き
た
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
つ
い
て

申
し
送
り
事
項

　
次
年
度
の
導
入
に
向
け
、
使
用
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
や
委
員
会
な
ど
で
の
リ
モ
ー

ト
会
議
の
開
催
な
ど
、
次
期
議
会
に
お
い

て
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

河
かわ
村
むら
　賢
けん
治
じ
委員長
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春
爛
漫
、
入
学
式
に
は
桜
の

開
花
は
あ
た
り
前
の
演
出
、
今

春
は
気
候
に
恵
ま
れ
久
々
に
新

入
学
の
初
々
し
い
子
供
た
ち
と

桜
花
を
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
、
コ
ロ
ナ
や
紛
争

に
よ
り
困
窮
す
る
人
た
ち
を
連

日
の
よ
う
に
見
聞
き
し
、
平
和

で
あ
た
り
前
の
生
活
が
如
何
に

大
切
な
の
か
改
め
て
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
も
新
た
な
議
員

を
迎
え
て
、
新
た
な
考
え
や
意

見
な
ど
を
加
え
、
将
来
に
向
け

耐
え
得
る
市
政
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
の
重
要
性
と
、
議
会

の
責
務
を
改
め
て
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
議
会
だ
よ
り
の
発
行
で

は
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
、

新
た
な
発
見
と
発
想
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
解
り
易
い
よ
り

良
い
広
報
づ
く
り
な
ど
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
あ
ら
ゆ
る
混
乱
が
治

ま
り
、
日
常
の
生
活
が
一
日
も

早
く
戻
り
ま
す
よ
う
に
。（塩

谷
）

委
員
長 

塩
谷
　
裕
志

副
委
員
長 

亀
谷
　
優
子

委
　
員 

石
田
　
洋
治

委
　
員 

胡
摩
田
弘
孝

委
　
員 

宮
脇
　
康
郎

委
　
員 

柿
田
　
賢
次

委
　
員 

伊
藤
　
康
浩

広
報
広
聴
委
員
会

編
集
後
記

編
集
後
記

議
会
を
傍
聴

　
　  

し
て
み
ま
せ
ん
か

６
月
定
例
会
日
程

　
　
　（
６
日
〜
21
日
）

次
の
定
例
会
の
予
定
は
６
月
で
す
。

市
議
会
を
身
近
に
感
じ
る
良
い
機
会
で
す
。

◇
傍
聴
席
は
定
員
34
人
で
す
。

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、マ
ス
ク
の
着
用
、ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　傍
聴
は
、市
政
に
関
す
る
状
況
や
方
針
、

地
域
の
課
題
な
ど
も
取
り
上
げ
ら
れ
る一般

質
問
が
お
ス
ス
メ
で
す
。

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
議
場
で
の
や
り
と
り
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　地
域
や
職
場
の
グ
ル
ー
プ
で
勉
強
会
は

い
か
が
で
す
か
。授
業
の
一
環
で
の
見
学
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　団
体
で
の
傍
聴
は
、事
前
に
議
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
：
大
田
市
議
会
事
務
局

　（
T
E
L
：
０
８
５
４ 

－ 

８
３ 

－ 

８
１
３
７
）

６
日
　
本
会
議（
開
会
・
議
案
上
程
）

９
日
　
本
会
議（
一
般
質
問
）

10
日
　
本
会
議（
一
般
質
問
）

13
日
　
本
会
議（
上
程
議
案
に
対
す
る
質
疑
）

14
日
　
総
務
教
育
委
員
会

15
日
　
民
生
委
員
会

16
日
　
産
業
建
設
委
員
会

21
日
　
本
会
議（
表
決
・
閉
会
）

新広報広聴委員会紹介新広報広聴委員会紹介

●広報広聴委員会が協議する主な事項●

１、 議会広報紙（市議会だよりおおだ）の
 編集・発行
 ～見やすく、伝わる広報紙を目指します～

２、 議会のウェブサイトの編集・発信
 ～スピーディーな情報発信を心がけます～

３、 議会報告会の開催
 ～市民の皆さんと
    　意見交換できるよう取り組みます～


